
令和２年度第１回福岡県久留米区域地域医療構想調整会議に係る書面会議について 

 

○ 令和３年２月９日開催の標記会議について、委員定数２３名中、出席者数（書面提出者 

数）２３名であった。 

○ 議事１「地域医療構想の現状について（報告）」 

・意見なし ２１名   ・意見あり ２名  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 議事２「病床機能分化連携推進部会の設置及び運営に関する要領の改正について（報告）」 

・意見なし ２３名   ・意見あり ０名  

 

 

○ 議事３「病床機能等の変更に関する報告書等の様式の改正について（報告）」 

・意見なし ２２名   ・意見あり １名 

     

 

○ 議事４「回復期への転換に係る優先的取扱いについて（報告）」 

・意見なし ２３名   ・意見あり ０名 

     

 

○ 議事５「病床機能再編支援補助金における病床削減に係る意見聴取について（協議）」 

 【非公開】 

 

上記の会議について、表決状況を確認しました。 

令和３年  月   日         

福岡県久留米区域地域医療構想調整会議 議長    

（団体・医療機関名）            

 （役職・氏名）                 

（意見）なし 

（意見）資料 3の 13 行目の②に回復期リハ病棟を追加。 

（意見）なし 

（意見）・2025 年における必要床数の推計値と現状において病床機能報告（2025 年）の値につい

ても病床数の差が約 1100 床あり、その内訳にいても高度急性期、急性期、回復期、慢性期それ

ぞれの病床数において推計値との差がありますが、その差についてどう考えどうするのかという

方針は調整会議として今後検討していかなければならないのではないかと思います。 

久留米２次医療圏は佐賀県の鳥栖地域とも地域として接しており、現状でも鳥栖地域における３

次救急は久留米に搬送されています。久留米２次医療圏のみの病床状況を見るだけでなく、鳥栖

地域の病床状況も県をまたいで検討する必要があるのではないでしょうか。 

・地域医療構想に感染拡大に対応できる体制を構築・維持することを具体的にどう反映させるの

か難しいと思いますが、今後新たに感染症が発生する可能性もあり実効性のある計画になるよう

要望します。 


